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令和６年度 会派調査研究報告書 
（視察先 1箇所につき 1枚） 

会 派 名  壮志会 

事 業 名 畜産環境対策について 

事 業 区 分 ① 研究研修       ②調 査  

 

１ 上田市での課題と研修・調査の目的 

当時、市内に点在された 9 業者が経営していた豚舎を、農業振興地域に指定されている地に国の指導

によって市が率先して移築したが、40 年前より豚舎の近くが住宅街となったため臭気問題が発生し、地

域住民が生活環境の悪化により悩まされている。行政も解決に至らないことに悩まされている。そこで、

鹿児島県鹿屋市は全国でも表彰を受けるほど、畜産業を基幹産業として取り組んでいる。鹿屋市の畜産

業を参考に課題の解決に資する。 

 

２ 実施概要 

実施日時 視察先 鹿児島県鹿屋市 

令和６年 11月 13日（水） 

１４時００分～１６時００分 担当部局 

鹿屋市 農林商工部 畜産課 

大六野洋参与兼課長、有馬国昭課長補佐 

 串田忠輝係長、小平雅貴氏 

 

報 
 

告 
 

内 
 

容 

１ 鹿屋市の概要  

鹿屋市は本土最南端へと伸びる大隅半島のほぼ中央に位置し、人口は約 10 万人で古く から大隅

地域の交通・産業・経済・文化の拠点として役割を担っており、市の北部には 日本の自然百選にも

選ばれている壮大な高隈山系が連なり、西部は、鹿児島湾(錦江湾) に面して美しい海岸線が見られ、

南部は、神代三山陵の 1 つである吾平山上陵を有する 山林地帯となっております。 平均気温

17.6℃、年間降水量 2,685mmと 1年を通じて温暖な気候や豊かな自然環境に 恵まれ、第 1次産業を

基幹産業として全国でも有数の食料供給基地を形成するとともに、 日本最大級の『かのやばら園』

や国立大学法人鹿屋体育大学などの施設も集積しています。 

 

２ 鹿屋市畜産業の概要  

鹿屋市は県内有数の畜産地帯で、温暖な気候と豊かな自然を生かしながら発展してきて おり、肉

用牛・乳用牛・養豚においては県内で１位の飼養頭数を誇っており、令和４年 度農業産出額 460.1

億円のうち、72％を超える約 329億円が畜産によって算出されて いるなど、本市の畜産は全国に誇

る基幹産業であります。  
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３ 取組み  

（１）パトロール巡視及び農家指導  

○ 畜産環境パトロール員（２名）等による毎週５日間の巡回パトロールを行った。市内を 巡

回パトロールし、排水路や家畜排せつ物処理施設の処理状況の確認を行うととも に、適正

処理についての指導を行った。 

 ○ 苦情多発ポイントを中心に、夜間パトロールを実施し、家畜排せつ物の処理状況 と臭気状

況を確認した。（45回実施）  

（２）生活環境課との合同パトロールの実施  

畜産環境パトロールを合同で実施し、苦情多発 ポイントを中心に、家畜排せつ物の処理状

況と、畜産臭気の状況を確認し、パトロー ルの強化を図った。（６回実施）  

（３）ＥＭ菌の無償配布（市独自培養） 

 ＥＭ菌培養装置（５台）により、ＥＭ菌を独自培養し、苦情の多い地区の農家を 中心に配

布している。 ○ ＥＭ菌培養液配布量 年間 21,960ℓ（培養回数 24回）  

 

 

 

 

 

 

（４）ふん尿処理施設整備農家の放流水水質検査の実施（養豚農家） 

  養豚農家が保有するふん尿自己処理施設の水質検査を実施することで、施設の適 正な稼働の

促進と畜産経営体の環境意識の向上を図った。 

 ≪養豚ふん尿自己処理施設：57農家 62施設≫ 

 

 

 

 

 

（５）消臭資材の実証実験  

○ 実証目的 実証農家においては、北東側に住宅があり、風向き等により苦情が頻繁に寄せら 

れる立地にあることから、縦型コンポスト周辺、浄化施設周辺にアンモニアメッシ ュを設

置し、さらに新たに、消臭資材「バイオファイター」の投入を行い、敷地境 界では「デオ

マジック」を散布し、周辺地域に及ぼす臭気の影響を調査したもの。 

 

 

 

 

 

 

ＥＭ菌培養装置 
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（５）消臭資材の実証実験  

○ 実証目的 実証農家においては、北東側に住宅があり、風向き等により苦情が頻繁に寄せら 

れる立地にあることから、縦型コンポスト周辺、浄化施設周辺にアンモニアメッシ ュを設

置し、さらに新たに、消臭資材「バイオファイター」の投入を行い、敷地境 界では「デオ

マジック」を散布し、周辺地域に及ぼす臭気の影響を調査したもの。 

 

６ 畜産の臭気対策の取り組みについて 

（１）臭気対策の現状及び課題  

○現状  

・市が独自に培養している「ＥＭ菌」の農家への無償配布  

※臭気苦情発生エリアの農家を中心に配布  

・その他の消臭資材の提供 ※主に、継続的に苦情が発生している農家への提供 

  ・農家意識改革（ノーリスクハイリターン） 

 ○課題  

・畜舎や農地の近くまで宅地化が進んでいること  

・畜産経営の規模拡大に伴い、家畜排せつ物量が増大していること  

・飼料畑にスラリー（酪農・養豚）が農地還元されていること  

・堆肥の野積みや、未熟堆肥が農地還元されていること（耕種農家含む）  

・散布後、速やかな耕耘を指導しているが、徹底されていない（耕種農家含む）  

※収穫後のスラリー追肥は、耕耘出来ないので、対策は困難 

 



4 

報 
 

告 
 

内 
 

容 

 

（２）畜産農家への臭気対策に係る補助金の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）臭気資材の家畜への影響  

これまでの実証を踏まえ、家畜への影響がないものによる検証を行っているため、 影響につ

いては特にない。 

 ※ＥＭ菌については、乳酸菌・酵母菌・光合成細菌群といった微生物を天然材料で 複合培養

したもので、これらの種々の微生物の働きが有機物の処理、環境中の微 生物の活性化を

行い、畜産環境、飼育管理等に好影響を与えるものです。 

（４）年度別苦情件数 

     

 

（５）臭気問題の解決について  

・苦情内容を確認し、畜舎からの臭気なのか、農地還元によるものかを判断し、農地 還元に

ついては、環境パトロール員等により、現地確認後、早めの耕耘等をお願い している。  

・畜舎からの臭気問題についても、相談があった際、現地確認を行い、臭気の発生元 に対し

て、消臭資材による対策を行っている。相談内容によっては、２年以上費や している案件

もある。（臭いは「０」にできないことからそれぞれの妥協点が大事で あると考える。）  
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（６）環境問題に対する指導内容  

・養豚農家の自己浄化施設から排出される処理水の水質検査及び日々の確認  

・畑に散布された堆肥の「早めの耕耘」の依頼（耕種農家含む）  

・畜舎内の毎日の清掃の徹底  

・農家意識改革（パンフレットの配布・環境講習会の実施）  

 

（７）臭気が広範囲化となる原因  

・本市においては、地形的な影響も大きく、台地上に畜産団地（畑含む）が形成されて、その

南側に市街地が広がっており、さらには、その市街地が盆地になっていることから、日中、

空気中へ拡散された臭気が、夕方、空気が冷やされることにより 市街地付近へ降りてきて、

溜まりやすい状況であると推察される。  

・畜産団地で発生した臭気が、周辺の河川に乗って市街地まで届いてきている可能性 がある。  

 

（８）鹿屋市畜産環境センターのこれまでの取り組みと今後の課題 

  ①設置目的 鹿屋市においては、家畜排せつ物の処理対応の遅れにより畜産に起因する環境汚 

染が社会問題となり、このままでは畜産経営の存続が困難になる事態が予想された。  

このため、平成１３年４月に素掘等の解消による地域の快適な生活環境の創設と 畜産経営

の健全な維持発展を図ることを目的として、１日当たり２００ｔ処理規模 の広域処理セン

ターを開設した。 

まとめ 

・飼養戸数は年々減少が続いており、更に飼料や資材価格の高騰等による経営の圧迫が懸念され、

担い手や後継者の問題がある。担い手確保に向け、少しでも農家の負担を軽減するための取組が必

要である。 

・鹿屋市の畜産農家の問題についても、畜舎や農地の近くまで宅地化が進んでいること、畜産経営

の規模拡大に伴い、家畜排せつ物量が増大していることとされており、行政が農家と地域住民の間

に入り問題解決に取り組んでいる。 

・鹿屋市は臭気を緩和できる「ＥＭ菌」を独自に培養し農家への無償配布を行うことや、水質検査

も市が中心に行いしっかりと、定期的に場所を決めて行うなど行政が主体となっている。 

視察を顧みて今後は行政が間に入り、解決に向かうことが大切と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


